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伏 竃

朝
野
家
で
は
、
幸
逍
、
茶
道
、
杏
道
の
二
道
を
以

て
、
お
も
て
な
し
の
基
本
と
し
て
お
り
ま
す
。

幸
道
、
本
の
湯
の
精
神
は
そ
の
根
本
と
な
る
べ

き
道
と
も
言
え
ま
す
が
、
特
に
杏
道
を
そ
の
基

本
と
し
た
の
は
、
日
常
を
だ
処
し
た
風
雅
な
文

化
と
し
て
、
皆
様
の
ご
汁
れ
に
豊
か
な
彩
り
を

添
え
る
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ヾ
妥
ら
ぐ
ゆ
と

，
の
時
間
を
ぜ
ひ
ご
ゆ
っ
く
り

お
楽
し
み
下
さ
い
。　
　
　
一





公
今

さ
わ
や
か
に
漂
う
気
高
い
薫
物
の

香
。
「ゆ
け
む
り
の
宿
」
朝
野
家
は
、

華
道

・
茶
道

・
香
道
の
三
道
を
以

て
、
お
も
て
な
し
の
基
本
と
し
、
皆

様
を
お
迎
え
す
る
喜
び
に
包
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
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毒

人

や
わ
ら
か
な
光
ギ
さ
し
い
風
の
色

自
然
の
中
に
た
っ
ぶ
り
と
浸
る
。
し

ず
か
な
停
ま
い
は
、
旅
す
る
心
を
暖

か
く
慰
め
、
優
し
い
寛
ぎ
の
ひ
と
と

き
を
醸
し
出
し
ま
す
。



未

家

桃
山
文
化
を
巧
に
と
り
入
れ
、
受
け

継
い
だ
粋
を
き
わ
め
た
純
和
室
。
ゆ

と
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
心
ゆ
く
ま
で
ご

堪
能
下
さ
い
。

・ ウ .





鼎

・

■ ‐

`

鯉

一

一

‐‐‐‐‐‐． ・‥

■|■■ | ‐ ■|

| ■  ■●
‐

|||  
‐

 ‐       |‐

■|■
|‐ ■■■‐
‐  ‐

| 
‐・  ||||||, ‐‐

■■ ′|■

■|‐ .|"

露天風呂「織姫 |





「紺瑠璃」露天風呂

露天風呂付貴賓室「紺瑠璃」 〈六〇六号〉

「臓支」露天風呂〈二6ノ 愕〉

露
天
風
呂
を
備
え
た
貴
賓
室
・露
天

風
呂
付
特
別
室
。
贅
を
尽
く
し
た
和

室
で
真
の
静
養
を
お
確
か
め
下
さ
い
。

陀 浅葱」露天風呂く六〇三号〉

「瑠璃」露天風呂〈六〇五号〉
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や
わ
ら
か
な
光
、
や
さ
し
い
風
の
色

自
然
の
中
に
た
つ
ぶ
り
と
浸
る
“
海

の
幸
、
山
の
幸
、
菫
二
富
な
食
材
を
愛

情
込
め
て
ｔ
上
げ
ま
す
。
優
ｔ
い
寛

ぎ
の
ひ
と
と
き
を
醸
し
出
し
ま
す
。



旧
を
語
り
、
愉
悦
を
味
わ
う
和
や
か

な
出
逢
い
の
ひ
と
と
き
。
あ
ら
ゆ
る

お
集
ま
り
に
ご
利
用
頂
け
る
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ス
ベ
ー
ス
、
大
広
間
。
盛

宴
に
尽
き
ぬ
想
い
を
。

↓月
蛛

レ|'「

中広間「胡蝶の間J

琲 i揚

■・
大広間「光Tllの 間」

和風コンベンションホール「香風J

掘りlElll式宴会場「紅梅の間J



メ花
む
キ

粋
に
華
や
か
に
夢
の
ご
と
く
心
を
和

ま
せ
酔
郷
に
入
る
。
心
地
よ
く
心
が

舞
い
踊
る
今
宵
、
楽
し
い
出
逢
い
を

予
感
し
ま
す
。

貸切カラオケルーム「雷神J

スナック「月下美人Jアロマセラピー「プラナ」

めん類コーナー「花馬酔木」売店「花かんざし」



夢千代像 荒湯

鑢
内
の
ご
案
内

屁
客
室
　
　
　
　
　
　
　
６６
室

露
天
風
呂
付
貴
賓
室
　
１
室

露
天
風
呂
付
特
別
室
　
２
室

露
天
風
呂
付
和
洋
室
　
２
室

露
天
風
呂
付
準
特
別
室

２
室

特
別
室
　
　
　
　
　
　
６
室

収
容
人
数
　
　
　
４
０
０
名

颯
宴
会
場
　
　
　
　
　
　
１４
室

鶏
端
の
間
１
・
２
　
　
‐２０
畳

舞ぶ
数
の
間
１
・
２
　
　
５４
畳

訥
編
の
間
　
　
　
　
　
４０
畳

批
蠣
の
間
１
～
３
　
　
５２
畳

か
離
の
間
１
・
２
　
　
３６
畳

趣
亀
砕
の
間
　
　
　
　
１５
畳

腑
軸
の
間
　
　
　
　
　
２．
畳

観
光
φ
ご
案
内

山
狭
を
流
れ
る
清
ら
か
な
春
来
川
、

そ
の
ほ
と
り
に
夜
明
け
と
共
に
始

ま
る
荒
湯
風
景
は
、
卵
や
野
菜
、

松
葉
ガ

ニ
を
ゆ
で
る
人
、
洗
濯
を

す
る
人
…
厳
し
い
風
土
を
温
泉
と

共
に
生
き
て
来
た
人
々
の
素
朴
な

風
物
詩
と
な
り
ま
す
。
そ
の
湯
村

を
拠
点
に
、
刻
々
と
見
事
な
風
紋

を
描
き
出
す
鳥
取
砂
丘
、
「皿
そ
ば
」

で
名
高
い
但
馬
の
小
京
都
と
い
わ

れ
る
出
石
、
日
本
最
大
の
仏
像
但

馬
大
仏
、
長
楽
寺
等
々
、
表
現
豊

か
な
付
近
の
観
光
も
お
楽
し
み
下

六
いヽ
。

交
通
の
ご
案
内

お
車

で

圏
大
阪
　
約
３
時
間

轟
京
都
　
約
３
時
間
半

繭
神
戸
　
約
２
時
間
半

は
姫
路
　
約
２
時
間

繭
岡
山
　
約
３
時
間
半

（福
崎

に
よ
り
‐００
Ｋｍ
）

（国
道
９
号
線
）

（福
崎

に
よ
り
‐００
Ｋｍ
）

（福
崎

К
よ
り
‐００
飾
）

（国
道

５３
号
線
）

バ
ス
で

爾
大
阪

艤
神
戸

Ｊ
Ｒ
で

爾
大
阪
　
約
３
時
間

爾
京
都
　
約
３
時
間
半

園
岡
山
　
約
２
時
間
半

（八
鹿

・
浜
坂
　
鳥
取
駅
か
ら
バ
ス
）

飛
行
機

で

■
東
京
　
鳥
取
ま

で

５５
分

（鳥
取
空
港
か
ら
車

で

３０
分
）

■

紅
梅
の
間

（掘
り
姫
撻
式
宴
会
場
）
２。
畳

白
梅
の
間

（掘
り
姫
撻
式
宴
会
場
）
１５
畳

褥
和
風
コ
ン
ベ
イ
ン
ョ
ン
ホ
ー
ル

Ｔ
０
０
名
収
容

香
風

鰈
ス
ナ
ッ
ク
　
　
　
　
月
下
美
人

鰈
貸
切
を
フ
オ
ケ
ル
ー
ム
　
風
神
／
雷
神

隕
め
ん
類
コ
ー
ナ
ー
　
花
馬
酔
木

Ｍ
ラ
ウ
ン
ジ
　
　
　
　
曲
水

隕
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

赳
売
店
　
　
　
　
　
　
花
か
ん
ざ
し

鰈
結
婚
式
場
　
　
　
　
雅
城
殿

飩
大
浴
場
　
　
　
　
　
殿
の
湯
／
姫
の
湯

鰈
露
天
風
呂
　
　
　
　
彦
星
／
織
姫

憮
温
泉
地
熱
サ
ウ
ナ
　
夢
千
代
洞

（男

・
女
）

隕
ヒ
ー
リ
ン
グ
ル
ー
ム
　
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

個
室
ゲ
ル
マ
ニ
ュ
ウ
ム
温
浴

個
室
岩
盤
浴

兵 阪
庫 急
県 三
庁 番
前 街
か か
ら ら
約 約
3 3
日寺 口寺
間 間
半 半

lB馬大仏


